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叢
案
膚
八
十
三
号

三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
　
1
由
改
正
に
つ
い
七

次
の
と
お
り
,
三
朝
町
織
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
地
方
自
治

演
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
窮
1
項
の
通
産
に
よ
り
'
本
義
会
の
索
決
を
求
め

る
｡

昭
和
五
十
八
年
十
二
日
土
十
二
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

稔

　

　

村

　

　

葡

　

　

成

鰐
和
五
指
<
年
相
賀
廿
菅
　
原
嚢
可
決三
朝
町
畿
金
蔵
長
鳥
遜
典
由
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早

三
朝
町
戟
員
の
給
与
に
頑
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
職
員
の
給
与
に
粥
す
る
条
例
(
昭
和
二
十
八
年
三
朝
町
条
例
爵
二
十
五
号
)
　
の
1
蔀
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
｡

第

九

粂

撃

二

項

中

｢

1

万

二

千

円

｣

を

｢

1

万

二

千

三

百

円

｣

に

'

｢

三

千

五

百

円

｣

を

｢

三

千

八

百

円
｣
　
に
'
｢
八
千
円
｣
を
｢
八
千
三
百
円
｣
　
に
改
め
る
｡

窮
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
口
中
｢
六
千
五
百
円
を
讐
見
る
と
き
は
､
六
千
五
百
円
｣
を
｢
六
千
八
百

一

･

円

を

超

え

る

と

き

は

､

六

千

八

百

円

｣

　

に

改

め

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

′

第

十

一

条

第

二

項

第

1

号

中

｢

1

万

七

千

円

｣

を

｢

一

万

七

千

六

百

円

｣

に

､

｢

二

千

五

百

円

｣

を

｢

二
千
八
百
円
｣
に
改
め
､
同
項
空
言
中
｢
二
千
二
百
円
｣
を
｢
二
千
四
百
打
｣
に
､
｢
四
千
五
百
円
｣

を

｢

四

千

七

百

円

｣

に

,

｢

六

＼

千

首

円

｣

を

｢

六

千

月

百

円

｣

に

'

｢

七

千

八

百

円

｣

を

｢

八

千

二

百

円

｣

に

改

め

､

同

項

第

三

号

中

｢

一

万

七

千

円

｣

を

｢

1

万

七

千

六

百

円

｣

に

'

｢

二

千

五

百

円

｣

を

｢

二

千

八
百
円
｣
　
に
改
め
る
0

第
十
九
条
第
1
項
及
び
警
1
+
条
第
J
l
項
中
｢
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
を
こ
え
な
い
褒
閣
内
に
お
い
て
｣
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第
二
十
一
条
第
三
項
中
　
｢
四
十
万
蛸
千
円
｣
を
　
｢
四
十
　
1
万
二
千
円
｣
　
に
改
め
る
o

別
表
第
一
　
1
等
級
の
項
中
｢
教
育
委
員
会
次
長
｣
を
　
｢
教
育
次
長
｣
　
に
改
め
､
同
表
二
等
級
の
項
中

｢
課
長
補
佐
｣
　
の
下
に
　
｢
･
局
長
補
佐
･
教
育
次
長
補
佐
｣
を
加
え
る
｡
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行政織給料表(第三粂関係)
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別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
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別表第四

医療織給料蓑(第三粂関係)
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別
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を
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よ
う
に
改
め
る
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附

　

則

(
施
行
期
日
等
)

′

　

こ

の

条

例

は

､

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

｡

た

だ

し

'

窮

十

九

条

窮

1

項

及

び

第

二

十

条

窮

一

項

の

改
正
規
定
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

r
q
　
こ
の
条
例
(
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
.
Y
｡
附
則
第
四
項
た
お
い
て
向
じ
｡
)
　
に

よ
る
改
正
後
の
三
朝
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
　
(
以
下
｢
改
正
後
の
粂
例
｣
と
い
う
.
)
　
の
規
定

.
は
'
昭
和
五
十
八
年
四
月
1
日
か
ら
適
用
す
る
.

(
最
高
号
給
等
の
切
替
え
等
)

r
y
)
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
　
(
以
下
｢
切
替
日
｣
と
い
う
｡
)
　
の
前
日
に
お
い
て
揖
務
の
等
級
の
最
高

の
号
給
叉
は
歳
高
の
号
給
を
超
え
る
給
料
弓
額
を
受
け
て
い
た
城
見
の
切
替
日
/
に
お
け
る
号
給
又
は
給

料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
期
間
竺
嘘
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
､
町
税
刺
で
定
め
る
o

(
切
替
期
間
に
お
け
る
異
動
者
の
号
給
等
)

ゲ
　
切
替
日
か
ら
こ
の
粂
桝
の
庵
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
蘭
　
(
以
下
｢
切
替
期
間
｣
と
い
う
.
)
　
に
お
い

て
'
こ
け
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
三
朝
町
職
員
の
給
与
に
娼
す
る
条
例
　
(
以
下
｢
改
正
前
の
条
例
｣
と

い
う
｡
一
)
　
の
規
定
に
よ
り
'
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
′
と
な
っ
た
職
員
及
び
そ
の
属
す
る
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職
務
の
等
竣
又
は
そ
の
受
け
る
号
給
若
し
く
は
給
料
日
額
に
異
動
の
あ
っ
た
醸
員
の
う
ち
,
町
長
の
定

め
る
織
員
の
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
か
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
可
額

及
び
こ
れ
ら
を
受
･
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
′
は
､
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
切
替
目
前
の
異
動
者
の
号
給
等
の
調
整
)

切
替
目
前
に
職
務
の
等
級
を
異
に
し
て
衰
劫
し
た
轍
貞
及
び
町
長
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
の

切
替
日
に
お
け
る
号
給
叉
は
給
料
弓
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
,
そ
の

者
が
切
韓
日
に
お
い
て
職
務
の
等
撃
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上
必
要

と

認

め

ら

れ

る

済

度

に

お

い

て

､

町

長

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

,

必

要

な

調

整

を

行

う

こ

と

が

で

き

る
｡(

旧
号
給
等
の
基
礎
)

前
三
項
の
綿
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
,
職
員
が
属
し
て
い
た
職
務
の
専
横
及
び
そ
の
者
が
受
け
て
い

た
号
給
叉
は
給
料
弓
額
は
､
改
正
前
の
粂
例
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
給
与
の
内
払
)

改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
痛
甲
す
る
場
合
に
お
い
て
は
,
改
正
前
の
条
例
の
規
定
に
華
つ
い
て
支
給
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さ
れ
た
給
与
は
､
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
ょ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
｡

(
町
規
則
へ
の
委
任
)

g
　
附
則
璽
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
,
こ
の
条
例
の
施
行
に
朗
し
必
要
な
寧
項
は
-
､

町
規
則
で
定
め
る
｡


